
 

 

 

 

 

 

 

碧南市営宮下住宅建替事業（第三期管工事） 
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 下記工事において、発注説明書を提示する。 

 

１．工事名  碧南市営宮下住宅建替事業（第三期管工事） 

２．工事場所 碧南市半崎町地内 

３．工事監理 碧南市 

４．事後保障 碧南市契約規則（碧南市公共工事請負契約約款）及び特記仕様書による。 

５．工事契約 碧南市契約規則による。 

６．配布図書  

（１）設計図面 ２３枚（表紙とも Ａ３判） ダウンロードとする。 

（２）設計書（参考数量書） ダウンロードとする。 

７．工事期間 

（１）工事着手 令和２年 ２月２６日（水） 

（２）工事完了 令和２年１０月３０日（金） 

８．質疑回答 

（１） 書面により質疑の受付をします。 

質疑のない場合は、提出の必要はありません。 

（２） 質疑書は A４判、質問の様式は自由とし、宛先は碧南市長宛とする。また通し

番号をつけ、会社名及び記入者を明確にしておく。 

（３） 質疑書の提出・回答は下記による。 

   ア 質疑書 提出日時：令和２年１月３０日（木）  午前９時から 

              令和２年１月３１日（金）  午後５時まで 

         提出場所：碧南市総務部資産活用課契約検査係 

注意事項 勤務時間における受付は、午前９時から正午まで 

及び午後１時から午後５時までとします。 

   イ 回答書 閲覧日時：令和２年２月６日（木）   午後１時より 

    質疑回答書は、市庁舎内総務部資産活用課の指定場所にて閲覧することが

できます。 

９．工事金支払条件 

（１） 碧南市契約規則による。 

（２） 前金払いは、碧南市公共工事の前金払及び中間前金払取扱規程による。 

（３） 令和元年度の前金払い及び出来高払いはなしとする。 

１０．関連工事 

（１） 碧南市営宮下住宅建替事業（第三期建築工事） 

（２） 碧南市営宮下住宅建替事業（第三期電気設備工事） 

（３） 碧南市営宮下住宅建替事業（第三期駐車場整備工事）（予定） 

（４） 碧南市営宮下住宅建替事業（第三期外構整備工事）（予定） 



（５） 碧南市営宮下住宅建替事業（第三期道路整備工事）（予定） 

（６） 碧南市営宮下住宅建替事業（第三期屋外管工事）（予定） 

（７） 碧南市営宮下住宅建替事業（第三期屋外電気工事）（予定） 

（８） 碧南市営宮下住宅建替事業（集会所・包括支援センター建築工事）（予定） 

１１．工事現場の特定元方事業者 

   本事業は２以上の請負業者が同一場所において作業することとなるため、本事業の

特定元方事業者については建築工事請負業者とし、協議組織の設置及び運営を行う

ので、協力すること。また、元方事業者において作業間の連絡及び調整を行い、工

事全体の災害防止協議会を設置するので協力すること。なお、期間は工事目的物の

完成引渡しの終了する日までとする。 

１２．官公庁その他への手続き 

（１）工事施工上に必要な諸手続き、特定施設設置届、仮設用電力、仮設用給水の引

き込み手続き（請負者において仮設用水道メーターを設置し、費用負担とする

こと）、道路、その他他人管理の土地使用の手続き等は一切請負業者において行

い、その費用を負担すること。 

（２）着手前に既設状況を確認し、破損等における損害を与えた場合は、請負業者に

て復旧し、その費用を負担すること。 

１３．工事に対する厳守事項 

（１）各工事に伴い関係法令を厳守するとともに、各種安全対策を十分に行い、工事

を施工すること。 

（２）工事に先立ち仮設計画を行い、付近住民等の安全及び構内の安全に十分留意し

工事の施工を行うこと。 

（３）工事に関連し資材及び土砂搬出等における車両が多く見込まれる期間について

は、関連工事業者間において調整し、ガードマン等を設置し周辺の安全に努め

ること。 

（４）資材等の搬入については、監督員と十分な協議のうえ付近住民等の安全及び、

構内の安全に配慮した搬入路を確保し安全施設を確保すること。 

（５）工期については、関連工事と調整を行うとともに、各社協調し現場内及び周辺

の安全に努めること。 

（６）工事車両の駐車については、請負者において駐車場を確保すること。特に付近

住民の安全に支障をきたすような路上駐車等は決して行わないこと。 

（７）工事の進捗について、材料承認、施工・承認図及び計画書等は書面にて事前に

提出し、監督員の承認を得ること。また、躯体埋め込みなどに関する工事につ

いては、検査を受け、合格後でなければコンクリート等の打設を行わないこと。 

１４．第三者の損害防止 

（１）工事に伴う近隣等への対策、苦情処理等については請負者において一切を処理、



解決し、その費用を負担すること。 

（２）工事中は付近の構造物、道路、地下埋設物などに損害を与えないよう万全の処

置をなし、また騒音、振動等に際しては公害防止条例その他の法律、規程に従

い十分な養生及び防止策をすること。 

（３）万一第三者の生命、財産に損害が生じた場合、及び第三者との間に紛議を生じ

た場合は、請負者において処理解決し、その費用を負担すること。 

１５．火災保険等 

   工事目的物を火災保険等の保険に加入すること。 

１６．関連工事との調整及び協調 

   関連工事の作業通路、足場、資材置場及び作業所等の確保については、関連工事業

者間で調整し、監督員と協議の上、速やかに協力すること。 

   また、関連工事の作業内容を十分に理解し、事業として全体工程調整及び協調をは

かること。 

１７．地場産業及び地元消費材の採用 

（１）地場産業製品を可能な限り採用するよう努めること。 

（２）資材及び消耗品等については、地元業者より購入を配慮するよう努めること。 

１８．工事状況等の案内板等の設置 

 現状の工事状況を（毎日、毎週、月間等）案内板に表示し、また、工事の予告をす

るなどして、工事に対する付近住民の理解を得るよう努めること。 

１９．その他 

   現地については、各業者にて確認することとする。 

 


